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　今回は 7 家族の参加です。降雨に備えてサクランボ狩りとジャ

ム作りの順序を入れ替えてスタート。幸い午後からは雨も上がり、

野菜の観察と縄文土器造りを予定通り行うことができました。

　この日の降水量は小金

湯 で 21mm で し た が、

わずか 2 時間ほどに集

中したため文字通りのど

しゃ降りでした。農業は

天候に大きく影響を受け

るのですが、これも自然

体験の一コマです。　　　　　　　　　　　

楽しんだサクランボ狩り・土器造り

農業と自然を体験！

砥山農業小学校通信

　砥山ふれあい果樹園にて、雨のため西本さん

が用意してくれたサクランボを用いてジャム作

り。500 ｇのパックに入った真っ赤に熟した

サクランボは

種を取り除く

と 約 300 ｇ

です。それに

20％ 60 ｇの

砂糖を加えて

ゆっくりと煮詰めていきます。好みで甘さを加

減したりゆるく煮詰めて果肉の形を残したり家

族それぞれの工夫がありました。たくさん試食

して持ち帰り分が少しという家族も。　　　　　　　　 　

　強い雨のためビニールの覆いがかかったハウ

スの中でサクランボを取りました。木にはつや

つやとした真っ赤な実が鈴なりです。思い思い

の木に分かれてサクランボを摘みました。初め

て経験するお友達もいて夢中でサクランボを口

に運び、たくさん味わいました。やがて「もう

おなか一杯」の声も。

   トウモロコシ、ジャガイモなどの生育観察で

す。雨は上がりましたが畑はぬかるんでいるた

め草取りなどの作業はできませんでした。

　トウモロコシは大きなものは約 50㎝に、生

長の思わしくないものは約半分くらいと生長に

かなりばらつきがあります。8 月の収穫はかな

り難しいというのが先生たちの見方でした。

　ジャガイモは順調な生育です。キタアカリ、

男爵はほぼ花が終わっていました。アンデス

レッドも花は

ピークを過ぎて

いましたが薄紫

の美しい花を

いっぱい見せて

くれました。

8 月には収穫して試食をしますが楽しみです。

　カボチャ（ハロウィン・ジャンボ）も順調な

生育ぶりです。

すでに花は終

わって直径３㎝

くらいの実をつ

けています。こ

れからスタッフ

が摘果したり立派なカボチャが収穫できるよう

に管理してくれます。

　こちらはサツ

マイモです。あ

の頼りなげで弱

弱しかった苗も

保温効果の高い

マルチに助けら

れて元気に根付いていました。収穫は 10 月で

す。他にタマネギや枝豆も順調で安心しました。

　粘土はスタッフが八剣山果樹園の池から採取

して水切りなどを済ませ、約 1㎏の三角の塊に

してあります。まず頭部５㎝ほどを切り取り、

後で器の底部として使います。残った塊を 1㎝

くらいの厚さに伸ばして 6 等分。これを掌で

ひも状に伸ばして先に取り分けていた底の部分

に圧着しなが

ら巻き付けま

す。ここが難

しかったよう。

これを繰り返

し、木べらを

使いながら成

形して縄目などの模様を付けて完成です。

サクランボジャム作り  10:10~

サクランボ狩り   　　  10:45~

縄文土器造り                    13:00~

【気象庁発表の衛星写真から転載】 　　　【宝石のように輝くサクランボ】 　　【ジャガイモは約 40㎝ほどに生長】

野菜観察  　　　　　　12:30~
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7 月 10 日の活動

ジャムはまず種とりから 作業しながら心の交流も 家族で作業に集中です

呼吸もぴったり 脚立を使うと高いところに届きます お父さん大好きです

家族の絆 元気なタマネギを前にして

パネルで土器造りの説明 粘土をひも状に 両側に持ち手を付けてみました

作り終わった満足感

上を四角に斬新な形 こちらはフタ付きです最後の仕上げに入っています

ジャガイモは元気です

　子供が土に触れる機会を通して食べ物に関心を持ってほしいと

思っています。親子で一緒に出掛ける機会がなかったのでこうし

て一日長い時間を子どもと一緒にいれて同じ体験ができることは

すごくいいかなと思っています。また自宅でも少しジャガイモを

植えているのですが、こちらの方がすごく大きくなっていたので

作り方が違うのかなと思いました。プロの方と一緒にやるといい

ものができそうな感じがするので家族で楽しみです。
　　　　　　　　　　　　齋藤真由美さん

参加者の声


